
６ 月 定 例 教 育 委 員 会 会 議 録

１ 開 催 日 平成 26 年６月５日（木）

２ 開 催 場 所 教育委員室

３ 出席した委員 神吉委員長、吉田委員、桃田委員、森委員、

田渕教育長

４ 出席した職員 諏訪教育総務部長、松尾教育指導部長、

大西教育総務部次長、高田教育指導部次長、

日浦教育指導部参事、荻野学務課長、

野村社会教育・スポーツ振興課長、

青山学校教育課長、森山青少年育成課長、

長谷川教育研究所長、芝本教育総務課副課長、

中塚就学前教育担当副課長

５ 傍 聴 者 なし

６ 議 事 の 要 旨

○ 開 会 午後２時００分

○ 会議録署名委員指名のこと

神吉委員長、森委員に決定

○ ５月定例教育委員会会議録報告承認のこと

（事務局より会議録朗読報告）

承 認

○ 会議公開の可否決定のこと

専決事項２「平成２７年度使用教科用図書加印採択地区協議会委員の委嘱及び

任命について」と専決事項３「平成２７年度使用教科用図書加印採択地区協議会

調査員候補者の推薦について」は非公開とし、他は公開することに決定



（専決報告）

１ 加古川市立学校校区審議会委員の解職及び委嘱について

（教育総務部次長より 説明）

承 認

委 員 ： 解職となる２名の委員の任期中に校区審議会からの問題提起等

はあったか。

事 務 局 ： 平成 25 年の９月に校区審議会を開催したが、特に問題提起等

はなかった。

委 員 ： 新たにＰＴＡ連合会から２名の委員が選任されたということで

あるが、委員は当番制になっているのか。

事 務 局 ： 当番制ではなく、ＰＴＡの三役会で役割分担等を考慮して検討

した後、ＰＴＡ総会において選任されている。

委 員 ： 委員は、審議すべき事案がある校区のＰＴＡから選任すべきで

あり、校区審議会ではそれらの事案について積極的な問題提起等

があるべきだと考える。

２ 平成 27 年度使用教科用図書加印採択地区協議会委員の委嘱及び任命について

承 認

（議事を非公開とする）

３ 平成 27 年度使用教科用図書加印採択地区協議会調査員候補者の推薦について

承 認

（議事を非公開とする）

４ 加古川市少年補導委員の解職及び委嘱について

（教育指導部参事より 説明）

承 認



（協議事項）

１ 加古川市奨学資金基金条例施行規則の一部改正について

（教育総務部次長より 説明）

原案可決

委 員 ： 予算としては、今回の改正により対象外となる生徒への給付分

まで確保されているため、執行残が見込まれると思われる。

その執行残となる予算分を活用して、継続して給付対象となっ

ている生徒への対応を手厚くすることは考えているか。

事 務 局 ： 事業としては縮小していく予定であり、継続して給付対象とな

っている生徒への給付額引上げ等の予定はない。

委 員 ： 最終的に加古川市奨学資金基金条例を廃止するのか。

事 務 局 ： 事業の縮小に伴い、奨学資金の給付方法等の詳細を定めている

施行規則については廃止する方向で検討しているが、国の奨学金

事業の状況等によっては本市の奨学金事業を再開する可能性も

あるため、基金条例については現在のところ廃止する予定はない。

委 員 ： 施行規則の廃止にあたっては、定時制高等学校の生徒や留年し

た生徒達のことは考慮してもらえるのか。

事 務 局 ： 施行規則の廃止については、給付対象となる生徒の在学状況等

を勘案しながら検討していきたい。

２ 加古川市心身障害児適正就学指導委員会条例施行規則の一部改正について

（教育指導部参事より 説明）

原案可決

委 員 ： 他の規則についても同様の問題が発生していないか確認の上、

対応をお願いしたい。

○ 次期定例教育委員会予定日のこと

７月３日（木）午後２時から 開催することに決定



○ 教育委員諸報告

〔委員長より〕

(１) 全国市町村教育委員会連合会総会について

５月29日に開催された。初等中等教育の課題と動向及び教育委員会制度の改革に

ついて説明があった。

(２)近畿地区市町村教育委員会連絡協議会について

６月３日に開催された。10 月 20 日以降に会長・事務局長会が開催される予定。

〔教育長より〕

(１) 平成 26 年第２回定例市議会一般質問について

５月 19 日に一般質問が行われ、教育委員会関係では、井上津奈夫議員より、

大項目「中学校給食の早期実施に向けた課題について」のうち「センター調理

方式における法的問題点について」、「給食調理業務において市の責任をどう果

たすのかについて」、中村亮太議員より、大項目「若い世代に選ばれる自治体

としての子育て環境の整備について」のうち「市立幼稚園の４歳児学級の増設

について」、松本裕一議員より、大項目「地域学と学校教育の融合について」

のうち「かこがわ検定『ジュニア検定』のその後の活用について」、「軍師官兵

衛の学校教育での活用について」の質問があった。

(２) 平成 26 年第３回加古川市議会（臨時会）日程（案）について

７月 28 日から 30 日に開催される。正副議長選挙や常任委員の選任等が行わ

れる予定であり、招集告示は７月 18 日となっている。

○ 教育総務部長諸報告

(１) 就学援助の申請受付について

就学援助について、６月２日（月）から受付が始まった。６月11日（水）まで集

中受付し、その後は随時受付となる。

なお、６月２日から４日までの受付状況は、小学校で757人、中学校で397人の

計1,154人となっており、昨年度と比較して116人少ない状況である。

以上、１件について報告



○ 教育指導部長諸報告

(１) 加古川市いじめ防止基本方針について

平成 25 年９月の「いじめ防止対策推進法」の施行に基づき、本市においても

加古川市いじめ防止基本方針を策定した。

(２) 加古川市社会教育・福祉教育推進員全市研修会について

平成 26 年５月 25 日（日）に、第 1 回「加古川市社会教育・福祉教育推進員

全市研修会」を開催した。

(３) 加古川市家庭教育セミナーの開催予定について

平成 26 年度の加古川市家庭教育セミナーについて今年度も４回開催する。

(４) 加古川市トライやる・ウィーク推進協議会・実行委員会について

「トライやる・ウィーク（前期）」を、６月２日（月）～６日（金）、８中学

校（加古川、中部、浜の宮、両荘、平岡、神吉、志方、陵南）で実施する。

また、実施に向けて５月 26 日（月）に推進協議会・実行委員会を開催した。

(５) 初任者研修について

加古川市教育委員会が実施する３日間の初任者研修の内容が決まり、最初の

初任者研修を５月 27 日（火）に少年自然の家にて実施した。

(６) 学校園訪問の実施について

６月４日（水）から実施する学校園訪問（前期）の担当者が決定した。

以上、６件について報告



○ その他

(１) 「子ども・子育て支援新制度」の概要と加古川市における進捗状況について

（就学前教育担当副課長より 説明）

委 員 ： 新制度の実現にあたっては、どのような組織体系で取り組んで

いくのか。また組織の改編に伴い、教育関係に伴う予算はどのよ

うに移管していくのか。全体像を教えてほしい。

事 務 局 ： 組織、予算等については現在検討中である。

委 員 ： 保育を必要としない３歳児について、幼稚園への入園希望があ

るのではないか。

事 務 局 ： ３歳児については、私立幼稚園、認定こども園及び認可外保育

所を利用されている。現段階では、公立幼稚園での３歳児の受入

れは検討していない。

委 員 ： 自宅で子育てをがんばっている親をフォローする施策がないよ

うに見受けられるが、本来盛り込まれるべきでないのか。

事 務 局 ： 子ども・子育て会議の議論の中でも同様の指摘があった。

(２) 平成 26 年度播磨東地区教育委員会連合会総会及び研修会について

（教育総務課副課長より 説明）

８月１日（金）に加古川総合保健センターにおいて開催予定である。

(３) 学校図書室の運営について

（吉田委員より 説明）

学校図書室の開室状況、図書主任の実態等を調査した上で、学校図書室の運営

が円滑に行われるよう取り組んでほしい。

委 員 ： 学校図書室の現状を調査して、近いうちに報告をお願いしたい。

○ 閉 会 午後４時 10 分


